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丹後織物産地において和装紋織物の開発時に必要となる、伝統的な唐草模様や更

紗模様など、一釜（ひとかま）用の紋織物に適した図案を作成した。それらの図案を活

用した着尺地の見本を試作し、産地機業の製品開発の支援に繋げた。 

 

１ はじめに 

紋ちりめんをはじめとした産地の和装紋織物の開

発環境については、「多品種小ロット化」「製品開発の

コスト削減」「流通企業の製品提案の減少」「紋紙デ

ータ作成専門業者の減少」などにより、機業者自身が

紋紙データを含めた紋織物の企画開発を行うように

変化してきた。その際必要となる意匠図データ（いわ

ゆる紋図に相当するデータ）の作成には、汎用の画

像処理用ソフトを用い、パソコン上でデジタルデータ

として処理できるため、現在、機業者からはそのソー

スとなる図案が求められるようになった。 

こうした状況により、平成２４年度から、紋ちりめんな

どの意匠図データを作成する際に活用できる唐草模

様など、糸把（いとば）の紋織物に適した、汎用性の

ある和装用意匠図案資料（いわゆる正絵に相当する

元絵となるデータ）の作成に取り組み、同時にそれら

の図案を使用した織物の試作を行い、それらの活用

により実際に企業の製品開発支援を行った。 

 平成２６年度は、紋織物の適用範囲を広げ、一釜と

呼ばれる、織物幅全体に描かれる模様に適した図案

の作成と織物資料の試作を行った。 

 

２ 織物の作成 

２．１ 図案データ 

第１報では、いわゆる地紋柄と呼ばれる１リピート

（繰り返し）の幅サイズが織物幅全体の約４分の１、約

９ｃｍとなる、「糸把（いとば）」と呼ばれる機拵えを前提

として作成した図案により見本を試作した。 

今年度は、織物幅全体に相当する幅約３８ｃｍとな

る「一釜」模様の図案を作成した。 

（１） 試作に使用した図案 

 第１報と同様に、試作に使用した図案は、支援の対

象となる機業や市場関係者からの要望を踏まえ、図

案として汎用性のある、唐草模様、更紗模様をモチ

ーフとした。また割付模様についてはレイアウトの変

更などによりタイプの異なる事例を作成した。 

（２）ファイル形式 

図案データのファイル形式は、「一釜松葉刺し」、

「一釜ベタ刺し」など、異なった機拵えに対応した、紋

織物の条件に合ったビットマップ形式の意匠図デー

タに変換するため、ピクセル数のサイズに依存しない

ベクターデータ形式とした。 

このベクターデータは、アドビ社の画像処理ソフト

のイラストレータで作成されるファイル形式とした。ま

た、ＣＡＤデータに相当する紋紙データ（ＣＧＳデー

タ）を作成する際に必要な意匠図データの作成には、

ビットマップデータの画像処理ソフトである同社のフォ

トショップを使用した。 

（３）図案データ 

和装に適した伝統的模様として、機業から要望の

ある唐草模様・更紗模様をモチーフとし、タイプの異

なる８種類の基本となる図案を作成した。（図１）これら

の作成した模様を、縦軸に模様のレイアウト、横軸に

模様のサイズを基準として分類した。図２（別ページ） 

 また、割付模様については、サイズ及びレイアウトの

変更によるバリエーションとして応用例を作成した。 
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図１ 図案データの作成例 

割付模様 

唐草模様 

サイズ変更 レアウト変更 
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２．２ 織物の条件 

以下の織物条件に基づいて、図案データを元に意

匠図データ及び紋紙データを作成した。 

（１）機拵え 

「一釜松葉刺し」の機拵えを用いて試作し、図案

データの活用を検証した。 

（２）織組織 

「紋意匠」組織を地部分に、「絵緯 3/1」組織を模

様部分の組織に、それぞれ割り当てる組み合わせ

を基本とした。また、パターンでの塗り潰しなど、意

匠図の応用例ではその他の組織も併用した。 

 

 

 

 

 

 

（３）試作条件 

   一般的な紋ちりめんの白生地とともに、絵緯

糸に先染糸を使用する２種類の生地を製織し、

模様の見え方をよりわかり易く確認できる資料と

した。 

   また、白生地には部分的に単色のぼかし染色

加工をし、染色後の模様の見え方を確認した。 

   さらに、割付模様では、緯糸に銀糸を使用し

た試作例も製織した。 

・経糸：生糸（３１中／２本駒撚糸） 

      筬密度：９０羽／寸（鯨）・４本入 

      地部分：３６８０本 

・緯糸：絵緯糸（２１中/９本諸撚糸及び先染糸） 

          ※その他に一部銀糸使用 

地緯糸（２１中/６本強撚諸糸・ＳＺ方向） 

        密度：２３本／曲２分 

   ・織機:シャットル織機 

紋部分 912口ジャカード装置付 

 

２．３ 意匠図データの作成 

意匠図データの作成を以下の画像処理の方法に

より行った。 

（１） 図案データからの変換 

上記の織物設計条件の「杼割り」（ひわり）に

応じた適切な経緯のサイズとなるように画像処理

を行ない、基本となる２色による意匠図データを

作成した。（図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 模様部分の色分け・パターン塗り潰し 

模様部分の色分けや市松・横縞などのパター

ンで塗り潰すことにより、異なる組織の割り当て

を目的に作成した事例を図５に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） その他の画像処理１ 

横方向に模様を連続し、輪郭線を表現した活 

用例を図６に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図案データ 意匠図データ 

図５ 市松・横縞のパターンで塗り分けた意匠図の例 

⇒ 

図６ 図案を横方向に連続した例 

図４ 基本となる意匠図データ作成例 

⇒ 

図３ 紋意匠組織図 

意匠図データの拡大 

意匠図データ 

図案データ 意匠図データ 



（４）その他の画像処理２ 

「ぼかし」表現による加工処理を使用した事例

を図７に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ぼかし」表現と色分けの画像処理を組み合わ

せた事例を図８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．４ 試作結果  

（１）基本となる図案の試作結果 

８種類の各図案について、紋意匠ちりめんの

白生地と緯糸に先染糸を使用した試作見本を作

成した。写真１（別ページ）参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）組織に変化を持たせた試作結果 

    更紗菱の割付模様の図案を元に、パターンに

よる塗り潰しを行い、組織の割り当てを行い試作

した事例は写真２（別ページ）のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）緯糸に銀糸を使用した試作結果 

銀糸を使用した活用例は写真３（別ページ）

のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 試作の活用 

産地機業が紋ちりめんなど和装紋織物の開発に当

たり、当センターで作成した一釜に適した図案データ

を使用する際、それらの図案を活用した織物事例とし

て有効な資料を作成できた。 

これにより、実際に企業で活用した３種類（図案Ａ、

Ｂ、Ｃ）の事例を写真４（別ページ）に示す。 

  

４ まとめ 

今回作成した織物試作の資料により、各図案デー

タの産地機業による活用が期待される。 

今後、さらに機業からの要望が高まると予想される

ことから、利用価値が高める、引き続き図案のバリエ

ーションを拡げるとともに、市場に訴求できる図案を

作成することで、資料の充実を図る必要がある。 

図７ ぼかし加工の例 
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意匠図データの拡大 

図案データ 意匠図データ 

図案データ 

図８ ぼかし加工の例 

試作例１（緯糸先染糸使用） 

試作例２（白生地に部分的に染色） 

組織を割り当てた試作例の拡大 

緯糸に銀糸を使用した試作例

の拡大 


